
ダルライザー（和知 健明氏）よりコメント

だるまを四角にすることで、
まるでダルライザーとダイスが合わさったように感じました。
共闘でもなく和解でもなく、融合と言うべきか。
作家様は狙っていないと思いますが、
私が感じた印象で選びました。

渡邊　晃一 のコメント

白河だるまの祈りのイメージと龍神との重なりから、
力強いパワーを感じました。
辰年ということもあり、今年の信仰とも重ねて推しました。
造形力も素晴らしいです。

ヤノベケンジ氏のコメント

作品の完成度の高さに驚きました。
打たれても立ち上がるダルマを近未来的な世界観で
味付けするセンスの良さも素晴らしい。
他のシリーズも見てみたくなる今後期待できる才能です。

風月の芸術祭実行委員長よりコメント

阿修羅と達磨の融合、表情も豊かです。

2024年 
風月の芸術祭実行委員長賞
題名：あすらだるま
作家：木村　裕子

2024年 渡邊 晃一  賞
題名： 白河の神龍
作家： 森 茂 雄

2024年 ヤノベケンジ賞
題名：サスペンションダルマ
作家： 鈴木 広 大

2024年 ダルライザー賞
題名：
作家：

審査員特別賞　審査員コメント

併せて、次のページから令和６年２月１０日に開催しました、
現代アートゼミナールでの受賞作品についての3名の審査員のコメントをぜひお読みください。
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和知 健明 氏

があります。

現代アートゼミナール
第5回目

2024年2月10日(土) 13:30 -16:00
白河市立図書館りぶらん 中会議室にて

公募

渡邊晃一 氏（以下 [ 渡 ] 表記）風月の芸術祭藝術監督・福島大学教授

海野仁兆 氏（以下 [ 海 ] 表記）風月の芸術祭実行委員長

います。風月の芸術祭実行委員長賞は海野さんが選ばれたものです。

和知健明 氏（以下 [ 和 ] 表記）風月の芸術祭実行委員・ダルライザー









   

  

 













   

   











 









て帰るとか、そういう娯楽の殿堂（テーマパーク）みたいなものもあって。３３０体のだるまを見てるうちに、その五百羅漢の

審査員特別賞・渡邊 晃一 賞

だるま

だるまだるまだるま

ですから非常にこの341体を出品していただいて、今飾っている会場には制限があるので、あの展示の仕方になって







  





 













  

  





















 

 



   







創

最後に和解してるんですね。

あと、





  





 













  

  





















 

 



   









 





  











   

    







 













   

 





 





 

 













  

 



 



 













  

 



 









 



 







白河では燃やさず残す家もあり

で

僕も初めて見た時に、











  

 





 

 



  





 

















 

 







写真に撮ってしまうと、新聞に



 







 











  





 







 







 









そんなことできないかなって夢みたいな話を、こう思い起こさせてくれるような作品

はい、ありがとうございます。

、今回見て頂くことが一番じゃないかなって思います。

あとは、

[ 事務局スタッフ ]

渡邊先生からお話ししたように、次の芸術祭は今年の 8 月お盆明けから、秋の彼岸前ぐらいのスケジュール感で

計画をしております。詳細が決まりましたら、皆さんに分かるように広報したいと思います。

風月の芸術祭実行委員会は、市役所の文化振興課が事務局を担っております。この際ちょっと芸術祭に関わって

みようかなという気持ちになった方がいらっしゃいましたら、ぜひ市役所の文化振興課にご連絡いただけますと

幸いです。いろいろな関わり方がありますので気軽にお問い合わせください。本日はありがとうございました。


